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いよいよ夏休みです！（暑さに注意）
間もなく１学期が終わります。そしてみなさんが楽しみに

している夏休みがやってきます。きっといろいろな計画を立
てていることと思います。長いお休みになりますから有効に
使って下さいね。ただ、今年は少し気をつけてもらいたいこ
とがあります。
まず、一つ目は「熱中症」です。今、地球はどんどん暑く

なっています。みなさんが小さいときとは気温が違いますよ
ね。最近は、毎日のように「熱中症警戒アラート」が発令さ
れ、プールの授業や昼休み校庭開放、部活動などを中止する
ことが多くなってしまい、みなさんにも我慢してもらうこと
が多くなっています。この状況は、夏休み中も続くと思います。学校にいれば、先生た
ちが活動を中止しますが、家にいるときは、自分たちで警戒しなければなりません。「暑
くても何とかなる」と思うのは危険です。「熱中症」は死の危険もあります。無理をせ
ずに「警戒アラート」が発令されたら涼しい所で過ごして下さい。２番目は、「 SNS]な
どの書き込みです。１学期もいくつかトラブルがありました。夏休みは自由な時間が多
くあります。スマホを見る時間も増えていく可能性が高いです。友達同士のやりとりも
増えるでしょう。ちょっとした気持ちの行き違いで、書き込まなければよいことを送信
してしまうと大きなトラブルに発展してしまいます。「このぐらいのことなら大丈夫」
と思ったことが、相手にとっては一番言われたくないことであるかもしれません。人は
それぞれ考え方が違い、感じ方が違うことを忘れないで下さい。ネットへの書き込みか
らいじめに発展することがとても多いです。「人の嫌がる言葉は、言わない・書き込ま
ない」を守っていきましょう。 ３番目は、「いろいろなことを考える時間を作って下
さい」というお願いです。
まずは３年生です。先日、進路説明会が行われ、これからの進路を考えることがスタ

ートしました。大部分の人が、「どの高校に入ろうか」と考えていることかと思います。
すごく悩んでいる人も多いことでしょう。では、高校をどのように選んで行きますか？
先生の教え子にこのような生徒がいました。その生徒は進路面談の時から「自分は調理
師学校に行きます。高校資格もとれそうなので。それでいいです」とはっきり言ってき
ました。私も心配なので「普通高校を卒業してから調理師学校へ行く道もあるよ。」と
言ったところ、「先生、自分は一流の板前になりたいんです。だからいいんです」とい
うので、そのようにしました。その生徒は調理師学校を出た後、日本料理や和菓子作り
の職人になり、その後自分独自の創作料理を作りあげ、ハワイへ行ってその料理を広め
て、ハワイ一番の人気店となり、今では渋谷のスクランブルスクエアビルで「ピースカ
フェハワイ」という店を営業しています。彼の場合は、中学３年生から自分の未来をは
っきり決め、その目標実現のために進路を決定したのです。でも誰もがそのようにでき
るわけではありません。でも、この夏、自分の将来を思い浮かべてみませんか。そして、
そのために役立つ高校を選択するのも一つの選択方法だと思います。たとえ、その将来
の夢が大きすぎても、実現できないと決まっているわけではありません。もし、その夢
が実現できなくても、そこまで努力したことは、必ずその後の人生に役立つはずです。
まずは、夢を考えてみましょう。
２年生には、社会を明るくする運動作文で、今の日本のよくないところや直さなけれ

ばならないことについて考えて見て下さい。毎日、嫌な事件がありすぎです。そのよう
な事件などに目を向けて、自分の思いをまとめて見て下さい。
１年生は、人権作文で、人の生きる権利や思いやりなどについて考えて下さい。戦争

により、今でも毎日、たくさんの罪もない人がなくなっています。それでいいのでしょ
うか。日本も安全とは言えなくなってきています。みなさんが大人になったときに、全
世界が平和になるように考えてみて下さい。また日本の中や身近なところでも、人権の
問題はあります。それらに目を向けてみましょう。お願いします。



～今年も浴衣着付け教室が行われました～
６月２９日（木）・３０日の２日間、金井中恒例の浴衣着

付け教室が行われました。この行事は、１年生を対象にして
日本の伝統文化を学んでもらうために、毎年行っているもの
です。この行事を行うためには、たくさんの浴衣や帯、下駄
などが必要ですが、毎年金井町内会が全面協力して下さり、
すべて必要な物を無償でお貸しいただいています。また、浴
衣の着付けについても、金井町内会婦人の会のみなさんが学
校に来て下さり、生徒への着付けをしていただきました。ま
た、着付けの際は、ボランティアとして参加していただいた
保護者の皆様にも助けていただきました。中心となっている
学校支援ボランティアの関根さん、家庭科の相良先生を中心に、クラスごとに着付けが
始まります。まずは、浴衣をボランティアのみなさんから着せてもらいます。色とりど
りの浴衣を着た生徒のみなさんは、自然と笑顔があふれてきて誰もがよい表情で見せ合
っていました。特に喜んでいたのが男子です。女子に比べると着たことがない生徒が大
部分のようでした。自分の姿をじっくりみたり、下駄をはいて歩きまわったりして、と
ても楽しそうで満足げな様子でした。小さな演歌歌手がいっぱいいるようで、こちらも
自然に笑顔がでてしまいました。最後に、関根さんから着物を着たときの所作を教えて
いただき、実践していました。あまり着ることがない浴衣でしたが、生徒たちにとって
は新鮮な体験になったようです。７月２９日（土）午後５時から金井グランドで、金井
町内会の納涼盆踊り大会が行われます。ぜひ、浴衣を着て行ってみて下さい。生徒会も
協力しています。

金井中は遺跡の上に建っていた！
６月３０日（金）に１年生が町田の歴史について学習しま

した。当日は、自由民権資料館・市の文化財課の方においで
いただき、町田市の歴史について説明していただきました。
そこで驚いたのは、町田市は東京都の中で、八王子市に次い
で２番目に遺跡が多い市であること、また金井中は、「金井
原遺跡」という遺跡の上に建っていること、その時代は縄文
・古墳時代であることを教えていただきました。これはびっ
くりですよね。みなさんの家も遺跡の上に建っている可能性
が高いですよ。町田には旧石器時代から人が住んでいたよう
です。なぜ、町田が選ばれていたかというと、町田には森や
林が多いので、水・動物や植物どの食べ物がたくさんあったからのようです。その後も
ずっと町田には人が住み続けていたようです。どうもお城もあったようですよ。また、
７月３日（月）・１０日（月）には、「町田かるた」の学習をしました。これは、町田
市に住んでいる方々が、もっと町田を知ってもらいたいという思いを込めて作られたも
ので、その内容を学習し、７月１０日（月）には町田かるた大会を開いて盛り上がりま
した。夏休み、どうぞご家族で自由民権市資料館・町田市考古資料室・三輪の森ビジタ
ーセンターなどを訪れて見て下さい。町田市の歴史がわかると思います。

２年生はショートショート作りに挑戦！
２年生は７月５日（水）に、「ショートショート」の小説作
りの学習に挑戦しました。当日は、町田市民学館ことばらん
どから講師の先生をお招きして行いました。まずは、自分で
頭に浮かんだ名詞をいくつかワークシートに書き出し、そこ
から連想する言葉を書きます。それぞれ挙げたもの同士をば
らばらに結びつけて不思議な言葉を作り出します。そこから
物語を考えていくというやり方です。例えば「発電に使える」
と「タコ」を結びつけて「発電に使えるタコ」という題材の
ショーショートを作る出すという感じです。なかなか難しい
かなと思いましたが、最後に何人かに発表してもらったもの
を聞くと、けっこうまとまったショートショートができていました。２年生は町田市立
図書館が主催する「ショートショートコンクールに応募します。大賞受賞者がでるかも
しれませんよ。２年生のみなさん頑張って下さい。１・３年生も応募できます。やって
見て下さい。


